
観
光
事
業
者
の
コ
ロ
ナ
対
策
視
察

東
商
観
光
委
員
会

船
清
や
は
と
バ
ス
な
ど
対
象

「
瀬
戸
内
カ
レ
ッ
ジ
」成
果
報
告
会

最
優
秀
賞
は
清
泉
女
子
大
ＪＲ西

御開帳

期
間
を
１
ヵ
月
延
長

善
光
寺
　

コ
ロ
ナ
対
策
を
徹
底
　

ガ
ス
ト
ロ
ツ
ー
の

国
際
シ
ン
ポ
開
催

奈
良
県
な
ど

日
に
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東
京
商
工
会
議
所
の
観
光
委
員
会
（
委
員
長
・
田
川
博
己
副
会
頭
＝
Ｊ
Ｔ
Ｂ
相
談

役
）
は
こ
の
ほ
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
に
取
り
組
む
事
業
者
の
現

場
を
訪
ね
る
「
視
察
勉
強
会
」
を
実
施
し
た
。
今
後
の
参
考
に
し
て
も
ら
う
の
が
狙

い
で
、
参
加
者
の
１
人
は
「
コ
ロ
ナ
禍
の
苦
し
い
経
験
か
ら
生
ま
れ
た
防
止
対
策
だ

け
に
説
得
力
が
あ
り
、
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
」
と
受
け
止
め
て
い
た
。

参
加
し
た
観
光
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
（
前
列
左
か
ら

３
人
目
が
田
川
委
員
長
）

船
清
の
伊
東
さ
ん

は
と
バ
ス
の
塩
見
社
長

「瀬戸内カレッジ」で成果報告する清泉女子
大（広島県福山市チーム）

「
御
開
帳
は
地
域
活
性
化

の
起
爆
剤
」
と
話
す
奉
賛

会
の
北
村
会
長
（
左
か
ら

２
人
目
）

　
奈
良
県
と
国
連
世
界
観
光

機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
駐
日

事
務
所
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
観

光
交
流
セ
ン
タ
ー
は
１
月


日
、
奈
良
市
の
県
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
、
「
ガ

ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２

２
」
を
開
催
す
る
。

　
リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
さ
れ
、
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ

ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
興
味
が
あ

れ
ば
誰
で
も
参
加
で
き
る
。

応
募
締
め
切
り
は
１
月
７

日
。
リ
ア
ル
は
定
員
３
０
０

人
で
、
満
席
に
な
り
次
第
締

め
切
る
。
問
い
合
わ
せ
は
運

営
事
務
局
、
☎
０
６
（
６
８

０
９
）
６
６
４
０
。

　
当
日
は
基
調
講
演
や
セ
ッ

シ
ョ
ン
、事
例
紹
介
の
ほ
か
、

Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
駐
日
事
務
所
の

本
保
芳
明
代
表
が
モ
デ
レ
ー

タ
ー
を
務
め
、
第
８
代
ユ
ネ

ス
コ
事
務
局
長
の
松
浦
晃
一

郎
氏
、
花
角
英
世
新
潟
県
知

事
、荒
井
正
吾
奈
良
県
知
事
、

オ
ト
ワ
レ
ス
ト
ラ
ン
オ
ー
ナ

ー
シ
ェ
フ
の
音
羽
和
紀
氏
ら

が
出
席
す
る
パ
ネ
ル
討
論
も

行
わ
れ
る
。

　
来
年
６
月
、
奈
良
県
で

「
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
ガ
ス
ト
ロ
ノ

ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
世
界
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
が
日
本
で
初
め
て

開
催
さ
れ
る
。

　
視
察
勉
強
会
に
は
日
本
観

光
振
興
協
会
や
墨
田
区
観
光

協
会
、
東
京
観
光
財
団
な
ど

観
光
関
係
者
の
ほ
か
、
マ
エ

ダ
綜
建
、
ア
イ
ザ
ッ
ク
、
ア

テ
ナ
な
ど

人
ほ
ど
が
参
加

し
た
。
田
川
委
員
長
は
「
観

光
の
１
丁
目
１
番
地
は
安
心

安
全
」
と
述
べ
、
感
染
の
不

安
を
取
り
除
く
こ
と
が
旅
行

需
要
回
復
に
つ
な
が
る
と
の

認
識
を
示
し
た
。

　
今
回
は
屋
形
船
「
船
清
」

（
東
京
都
品
川
区
）
、
は
と

バ
ス
（
同
大
田
区
）
な
ど
を

視
察
。

　
船
清
の
屋
形
船
で
昨
年
２

月
、
国
内
初
の
感
染
ク
ラ
ス

タ
ー
が
起
き
た
。
女
将
の
伊

東
陽
子
さ
ん
は
「
当
時
は
ま

だ
多
く
の
人
が
マ
ス
ク
も
し

て
お
ら
ず
、
ま
た
感
染
が
ど

の
よ
う
に
広
が
る
か
知
ら
れ

て
い
な
い
時
だ
っ
た
の
で
、

（
船
清
が
）
ケ
ー
ス
ス
タ
デ

ィ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

た
」
と
振
り
返
り
、
大
き
な

ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
と
い

う
。

　
そ
の
た
め
、
感
染
対
策
に

は
特
に
力
を
入
れ
、
従
業
員

の
体
調
管
理
や
換
気
の
徹

底
、
紫
外
線
空
気
清
浄
機
や

Ｃ
Ｏ

濃
度
測
定
器
を
導

入
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
で
の
座
席
配
置
や
ア
ク

リ
ル
板
の
設
置
方
法
も
工
夫

を
凝
ら
し
た
。
ま
た
、
椅
子

席
だ
っ
た
屋
形
船
を
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
て
２
～
４
人
用
の

半
個
室
も
作
っ
た
。
プ
レ
ミ

ア
ム
屋
形
船
と
し
て
予
約
を

受
け
付
け
て
い
る
。

　
伊
東
さ
ん
は
「
少
し
ず
つ

売
り
上
げ
が
上
が
っ
て
き
て

い
る
が
、
先
が
見
え
な
い
の

が
不
安
」
と
述
べ
た
。

　
は
と
バ
ス
の
塩
見
清
仁
社

長
は
、
「
コ
ロ
ナ
禍
で
バ
ス

業
界
は
か
つ
て
な
い
最
長
で

最
大
の
危
機
を
迎
え
て
い

る
。
緊
急
事
態
宣
言
は
解
除

さ
れ
た
が
、
立
ち
上
が
り
は

鈍
く
、
大
き
な
力
に
な
っ
て

い
な
い
」
と
苦
渋
の
表
情
で

語
っ
た
。

　
出
井
弘
俊
・
取
締
役
観
光

バ
ス
事
業
本
部
長
に
よ
る

と
、
２
０
２
０
年
度
の
都
内

定
期
観
光
と
募
集
型
企
画
旅

行
の
利
用
者
は
７
万
４
千
人

ほ
ど
で
、

年
度
を
１
０
０

％
と
す
る
と
６
・
７
％
に
す

ぎ
な
い
。
た
だ
、
宣
言
解
除

を
受
け
、
バ
ス
旅
は
少
し
ず

つ
増
え
て
い
る
と
い
う
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
や
ガ
イ
ド
の

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
車
内
の
消

毒
作
業
な
ど
を
行
い
、
全
て

の
貸
し
切
り
バ
ス
に
プ
ラ
ズ

マ
イ
オ
ン
発
生
装
置
を
整
備

し
て
い
る
。
出
井
氏
は
「
車

内
の
空
気
汚
れ
を
感
知
し
、

自
動
で
内
気
循
環
、
外
気
導

入
に
切
り
替
え
る
換
気
制
御

装
置
を
備
え
付
け
て
お
り
、

約
５
分
で
空
気
を
入
れ
替
え

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
自
信

を
示
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は

月


日
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア

大
阪
（
大
阪
市
北
区
）
で

「
瀬
戸
内
カ
レ
ッ
ジ
」
の
成

果
報
告
会
を
開
い
た
。
瀬
戸

内
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た

研
究
の
成
果
を
学
生
ら
が
報

告
。優
秀
な
事
例
を
表
彰
し
、

最
優
秀
賞
を
清
泉
女
子
大
学

（
広
島
県
福
山
市
チ
ー
ム
）

が
受
賞
し
た
。

　
カ
レ
ッ
ジ
は
Ｊ
Ｒ
西
日
本

が
瀬
戸
内
エ
リ
ア
の
自
治
体

や
大
学
と
連
携
し
、
大
学
生

に
地
元
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
を
通
し
て
同
エ
リ
ア
の
素

晴
ら
し
さ
を
発
見
、
情
報
発

信
し
て
も
ら
う
産
官
学
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
。

　
昨
年
に
続
き
コ
ロ
ナ
禍
で

の
展
開
と
な
り
、
大
学
生
の

各
チ
ー
ム
が
分
散
し
て
の
現

地
研
修
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

現
地
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
、
ウ
ェ
ブ
を
活
用
し
た

報
告
会
の
開
催
な
ど
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
防
止
に
努
め
た
取
り
組
み

を
行
っ
た
。

　
成
果
報
告
会
も
会
場
の
参

加
人
数
を
最
小
限
に
抑
え
た

上
で
、
リ
ア
ル
と
ウ
ェ
ブ
を

融
合
し
た
形
式
で
実
施
。
大

学
と
自
治
体
は
オ
ン
ラ
イ
ン

で
参
加
し
た
。

　
参
加
大
学
は
追
手
門
学
院

大
学
、
関
西
観
光
教
育
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
、
関
西
大
学
、

清
泉
女
子
大
学
、
流
通
科
学

大
学
、
和
歌
山
大
学
（
２
チ

ー
ム
）
。
監
修
は
神
戸
松
蔭

女
子
学
院
大
学
（
２
チ
ー

ム
）
、
広
島
経
済
大
学
。

　
優
秀
な
事
例
を
表
彰
し
、

最
優
秀
賞
の
ほ
か
、
優
秀
賞

を
関
西
大
学
（
岡
山
県
高
梁

市
チ
ー
ム
）
、
ア
イ
デ
ア
・

プ
レ
ゼ
ン
賞
を
流
通
科
学
大

学（
愛
媛
県
松
山
市
チ
ー
ム
）

が
受
賞
し
た
。

　
講
評
を
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
北
村
豪

執
行
役
員
西
日
本
広
域
代
表

が
行
い
、
「
昨
年
に
引
き
続

き
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
さ
れ
た

努
力
に
頭
が
下
が
る
。
学
生

の
素
晴
ら
し
い
提
案
、
若
者

ら
し
い
提
案
に
驚
い
た
」
と

述
べ
た
。

　
２
０
２
２
年
４
月
、
善
光

寺（
長
野
市
）で「
御
開
帳
」

が
行
わ
れ
る
が
、
こ
の
ほ
ど

東
京
・
丸
の
内
の
東
京
商
工

会
議
所
で
寺
や
奉
賛
会
関
係

者
が
会
見
し
た
。
実
施
期
間

を
延
長
す
る
と
共
に
、
コ
ロ

ナ
対
策
に
万
全
を
期
す
こ
と

を
強
調
、
「
多
く
の
人
に
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
呼

び
掛
け
た
。

　
御
開
帳
は
数
え
で
７
年
に

一
度
、
本
尊
の
身
代
わ
り
と

さ
れ
る
仏
像
の「
前
立
本
尊
」

を
公
開
す
る
行
事
。
本
来
、


年
に
行
わ
れ
る
予
定
だ
っ

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

１
年
延
期
。
今
回
は
感
染
防

止
対
策
と
し
て
参
拝
者
を
分

散
さ
せ
る
た
め
、
期
間
を
通

常
よ
り
１
カ
月
延
長
し
、
４

月
３
日
か
ら
６
月

日
ま
で

と
す
る
と
説
明
し
た
。

　
前
回
、

年
に
行
わ
れ
た

際
は
、
北
陸
新
幹
線
金
沢
延

伸
の
追
い
風
も
あ
り
、
こ
れ

ま
で
で
最
も
多
い
７
０
７
万

人
が
訪
れ
た
。

　
安
全
安
心
な
参
拝
に
向

け
、
前
立
本
尊
参
拝
で
は
本

堂
入
り
口
で
堂
内
が
密
に
な

ら
な
い
よ
う
制
限
し
て
誘

導
。
シ
ン
ボ
ル
の
回
向
柱
は

光
触
媒
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
施

す
ほ
か
、
混
雑
カ
レ
ン
ダ
ー

に
よ
り
日
ご
と
の
混
雑
予
想

を
提
示
し
て
、
参
拝
者
に
旅

程
計
画
の
参
考
に
し
て
も
ら

う
。
境
内
の
ラ
イ
ブ
映
像
を

流
す
こ
と
で
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
の
混
雑
状
況
を
提
供
す

る
。

　
会
見
に
は
善
光
寺
御
開
帳

奉
賛
会
会
長
の
北
村
正
博
氏

（
長
野
商
工
会
議
所
会
頭
）、

同
副
会
長
の
鈴
木
栄
一
氏

（
な
が
の
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
理
事
長
）、

善
光
寺
寺
務
総
長
の
若
麻
績

亨
則
氏
（
淵
之
坊
住
職
）
、

同
法
務
局
長
の
林
明
晋
氏

（
教
授
院
住
職
）ら
が
出
席
。

　
北
村
会
長
は
「
（
御
開
帳

は
）
地
域
活
性
化
の
起
爆
剤

と
し
て
期
待
し
て
い
る
。
モ

デ
ル
コ
ー
ス
を
作
り
、
（
県

の
）
滞
在
時
間
を
長
く
す
る

仕
組
み
を
構
築
す
る
」
考
え

を
示
し
た
。
ま
た
、
若
麻
績

寺
務
総
長
は
「
最
優
先
は
参

拝
者
の
安
全
安
全
に
尽
き

る
」
と
述
べ
た
。

　
奉
賛
会
は
御
開
帳
に
合
わ

せ
、
長
野
を
訪
れ
る
人
た
ち

を
歓
迎
し
よ
う
と
、
「
日
本

一
の
門
前
町
大
縁
日
」
と
銘

打
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
を
行
う
。


